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声明抗議
の原子力規制委員会を迎える発足後４年 

し、糾弾と「被ばく強要」を」再稼働推進「

！解散を要求する

（月）日１９月９年６１２０

再稼働阻止全国ネットワーク　
5F ダイナミックビル2-6-2 東京都千代田区三崎町、070-6650-5549TEL:（
）http://saikadososhinet.sakura.ne.jp/rn/、info@saikadososhinet.sakura.ne.jp

福島の人たちに被、に間４年のこ原子力規制委員会は、発足したに２０１２年９月１９日　

、原発の再稼働を推進してきた。私たちは、怒りを込めて原子力規制委員会のしばくを強要

解散を要求する。

を撤回しなさい帰還、地域へのSvで安全、２０ｍSv１００ｍ年間被ばく１　

を撤回しなさい250mSv２　緊急作業時被ばく限度

なさい止め直ちにを稼働の号機、２川内１３　

なさい止め直ちにの稼働を号機３伊方　４

　高浜原発３，４号機の合格を撤回しなさい５

を検証し世界の規制を調査の上、イチエフ事故、全ての原発の審査を中止し　６

しなさい「新規制基準」を作り直　　

　さもなくば、原子力規制委員会は解散しなさい７

も得られずに民主党政権による国会同意続けされ非難「原子力ムラ」出ていけと　４年前に

収検証もの（以下、イチエフ）福島第一原発事故発足した原子力規制委員会は、東電難産で

たまま、「科学的・技術的」と称して実は「政も被害者救済もなおざりにし化も廃炉作業束

てきた。し福島の人たちに被ばくを強要治的」な提言を出して

・場保管・管理方法原子力発電によって生じた使用済み核燃料の安全これまでの、さらに　

」新規制基準「「緩やかに過ぎ合理性を欠く」（福井地裁）、たまま放っておい所の問題を

、川内原発によりを作り、「違法」「黒枠白抜き偽装」「耐震偽装」の甘い甘い適合性審査

。再稼働を推進しているを出して証合格に・高浜原発・伊方原発

　３．１１以後の過去５年半を振り返ってみよう。

施策～の原子力規制委員会政府、経産省、３．１１後の５年間～

政権、エネルギー政策 福島 規制行政 その他

年2011 ～菅直人政権

東電存続内定月：経産省が3 （イチエ福島第一原発3.11 津波原子力安全・保安院が来襲が予想されていた
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)3H2（ 浜岡原発稼働停止、ストレステスト・

地元同意を義務付け

～　野田佳彦政権9.2

事故フ）

爆発）水素（号機3～1

静岡茶、長放射能汚染は

野でも

対策を指示せず。

開始保安院「ストレステスト意見聴取会」

文科省「モニタ

」検討会リング

「賠償審査会」

検環境省「除染

」討会

年2012

)4H2（

～　安倍晋三政権12.26

告訴団設立月福島原発3

保安院「ストレステスト意見聴取会」

号機稼働4，3大飯7.1

月原子力規制委員会発足9

月新原子力災害対策指針策定10

３０ｋｍUPZ月拡散シミュレーション、11

個公表9679保安規定機器点検漏れもんじゅ月11

活断層騒動月～11

月日本学術会9

「抜議が核燃料

本的な見直し

が必要」と提言

年2013

)5H2（ 汚染水海洋放出事件月9

で福島県警に刑事告発

月原子力災害対策指針改定パブコメ2

３月「東京電力福島第一原子力発電所の事故に関

提言）」(連する健康管理のあり方について

新規制基準」骨子案パブコメ、本案パブコメ「

傍聴排除開始月～6

申請、各社施行」新規制基準「7.8

WG汚染水対策検討月～8

総ての原発稼働停止9.15

月国の原子力総合防災訓練（川内）10

月「帰還に向けた安全・安心対策に関する１１

基本的考え方」

年2014

)6H2（
閣議決エネルギー基本計画」「月4

定

月特定秘密保護法決定12

廃炉汚染水対策福月～2

島評議会

月～凍土壁着工6

WG汚染水対策検討月4～

月川内設置変更許可9

年2015

H27)（

９月「戦争法制」強行

月ひだんれん設立5

東京第五検察審査会月7

勝俣元会長ら３名の強制起

発表訴

人死亡3月被ばく労働者8

廃炉汚染水対策福月9～

で解決年ま2020（島評議会

し）目途無

月海側遮水壁完成10

月甲状腺がん悪性・疑11

人に152い

号機工事計画認可1月川内3

号機保安規定認可2，1月川内5

号機再稼働1月川内8

に緩和250mSv月緊急作業時被ばく限度を8

（伊方）原子力総合防災訓練月国の10

号機再稼働2月川内10

文科省に勧運営主体についてもんじゅ月規制委11

告

月福井地裁高4

決定浜差止

月福井地裁12

異議審で差止

撤回

年2016

)8H2（

年日　３．１１後５11月３

月～電力自由化４

８月　エネ庁が高レベル放射性廃棄

模索的有望地」を科学「物の

９月　政府もんじゅ廃炉の調整開始

８月凍土壁凍らず

「県民健康調査」検討８月

　小児甲状腺がん１委員会

７２人

９月増え続ける汚染水

（プルサーマル発電）号機再稼働3月高浜1

（プルサーマル発電）号機再稼働４高浜２月

稼働停止）号３、４高浜（３月

４月熊本大地震

（プルサーマル発電）号機再稼働３月伊方８

、九電拒８月三反園鹿児島県知事が川内停止要請

否

３月大津地裁

高浜運転差止

ばく「被規制委員会は原子力また以下に示すように、表の太字が示すように、　すなわち、

。である「再稼働推進委員会」」強要委員会

「国民」に被ばくを強要する原子力規制委員会（１）

を定めたＵＰＺ３０ｋｍの図から・拡散シミュレーション結果
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を滑り込ませた安全１００ｍＳｖで年間・検討チームの提言の中に

を滑り込ませた２０ｍＳｖで帰還・検討チームの決定文の中に年間

上げたに引きSvを２５０ｍ労働者被ばく限度緊急時・原子力規制委員会により

）イチエフ汚染水対策、廃炉計画を放っておく原子力規制委員会（２

した安倍首相のアンダーコントロール・ブロックできている大嘘発言を後押し・

・凍土壁凍らずなど、汚染水対策も廃炉計画も全く目途がたっていない

（３）使用済み核燃料問題（トイレなきマンション）を無視する原子力規制委員会

（抜本的見直し、総量管理、高レベル放射性廃棄物問題を考慮事　　　日本学術会議の提言

を無視　　　項に入れた上で原子力政策について考えるべき）

「新規制基準」既存原発を稼働させるための）４（

イチエフ事故検証せずに１０カ月で作成

田中委員長「適合性審査に合格しても絶対安全とは言わない」

ポンプ、ドリル」を買えばいい！「電源車、川内博史（元衆議院議員）

世界最低水準！福井地裁「緩やかに過ぎ」「合理性を欠く」

適合性審査かつ「不当」な「違法」）５（

号機）３、伊方号機，４、高浜３（川内原発１，２号機

＝＞合格証、修了書使用前検査、保安規定認可工事計画認可、設置変更許可、

を無視に基づく異議申立「行政不服審査法」

工事計画の補正資料は「黒枠白抜き」だらけで耐震偽装

年間）を容認（６）老朽原発の延長稼働（６０

老朽原発フル稼働と新増設をもくろむ政府のエネルギー基本計画に沿う６０年稼働へ

道筋をつけたの

以下に、上記を補足する。

】新規制基準」「既存原発を稼働させるための【

は、イチエフ事故検証もせず、津波対策の為「新規制基準」既存原発を稼働させるための　

１５個米国で対応済みのに「電源車とポンプとドリル」を買えばいいと揶揄されるほどで、

甘い既存原発を稼働させるための５０基近くの正に日本国内て、が無視されてい規制項目の

。「世界最高水準」でなく「世界最低水準」であるり、であ基準甘い

早く多くの地震学者が例えば、耐震対策はあまりに緩く、基準地震動が小さすぎることを　

何と基準作成をした島崎前委員長代理熊本大地震が続く中で、。さらに、指摘してきたから

岡村高知大教授・長沢大阪府立大、でさえ熊本大地震を受けて基準地震動の見直しを進言し

を指摘しているにも評価基準地震動の過小などが揃って地震調査研究所学名誉教授・政府の

また、地震や火山審査を続行している。何ら見直しもせずを拘らず、基準地震動の推定方法

の予知ができないとの専門家・学会の警告も無視し続けている。

、ストレステストやコアキャッチャーや受動的安容認し、複数基立地・同時稼働をさらに　

ている。さらに全装置や放射能汚染水対策等を義務付けていない。また、立地指針を無視し

第４層過酷事故収束策の目標達成を前提としていて深は、深層防護第５層）IAEA避難計画（

絵に描いた餅で終わ審査の対象にもせず、計画が層防護の考えに反するばかりか、規制委の

している。っていても稼働を容認

安全目標がいまだに不明瞭なままで、提されている米国では定性的・定量的に提示また、　
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超えが１００万炉年に１回程度）は施設の性能目TBq１００（セシウム１３７換算示した目安

確認されない。、審査ではこの目安すら標に過ぎないばかりか

】【適合性審査に合格しても安全ではない

高浜原原発が安全である訳がない。合格したに審査適合性したがって、「新規制基準」の　

当然でのはたの決定をし差し止めについて、福井地裁や大津地裁が稼働稼働の発３・４号機

各地の住民が起こしている。差止を求める訴訟をあり、川内原発と伊方原発についても稼働

て３月に建設されているべき免震重要棟が着工もされ本年、おまけに、例えば、川内原発は

ないのに稼働が容認され、伊方他も免震重要棟を造らないことを規制委が容認している。い

【避難計画は絵に描いた餅】

原子力災害対策指針を作成しておきながら、避難計画の適否原子力規制委員会は発足直後に

を評価しない。イチエフ事故とその避難を目の当たりにした各原発立地と周辺の住民の大半

道路寸は、今の避難計画を全く信用していない。自宅退避が非現実的、ヨウ素剤配布困難、

断・道路渋滞を無視、原発近くを通る避難経路、種々の天候変化や日夜別などへの対応不可

、避難計画は絵に描…家財を捨て故郷を失う避難、も能、受け入れ先準備無し、逃げられて

いた餅でしかなく、誰も実現性を信じていない。

【「安全文化」欠如の原子力規制委員会】

を規制行政を見直すこと、規制委はにも拘らず大津地裁により高浜原発が止められている　

近くで震度、にも拘らずいた中央構造線に火がつ４月に熊本大地震が起こりまた、。いしな

と南海中央構造線ている。さらに稼働を容認し川内原発を止めようともせず５弱を記録した

の再稼働を許日２８月１伊方原発３号機の中でトラフの地震がいつ起こってもおかしくない

「例外中の例、６月２０日には高浜１・２号機の２０年延長を認可してそればかりか。した

三反園鹿児島県知事が川内原また、の６０年稼動への道筋をつけた。老朽原発外」のはずの

安全上の問題の観点からは、何も問題はないと思っ「一旦停止せよと九電に要請しても発を

。と九電の稼働継続を支援した」ています。

最後に、原発事故を防ぐことは不可能です、電気は足りています、電気を得る為に使用済み 

核燃料をこれ以上増やすことは許されません、自然災害を防げませんが原発事故は動かさな

原発を即時全廃することこそが原子力防災です。ければ防げます、

以上


